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＜概要＞ 

我が国で、変形性関節症患者は 1000 万人を越えるとされ、臼蓋形成不全、先天股脱など一次変形性の

股関節症が多く、疼痛の初発年齢は若年層から認められる。保存療法や、筋解離術、骨切り術、臼蓋形

成術などの手術療法による手術療法がなされる。筋力の改善や関節の周囲を改善することで、関節摺動

部の回復を図る方法である。軟骨の損傷が著しい場合は、人工関節置換術がなされる。移植片には、自

家移植片（autograft）、他家移植片（allograft）、異種移植片（Xenograft）がある。他科移植片では感

染や免疫抑制、異種移植片では未知の病原体の懸念がある。また、自家移植片は、感染等の問題はない

が、採取部の補填、採取量の制約がある。骨充填の場合、腸骨や腓骨から採取されるが、後を充填しな

いと骨欠損のままになるため、人工物などで充填するという２次侵襲が伴う。それに対し、人工物は提

供される量に制約がなく、感染等の危険性が低いなどのメリットがあるが、長期の使用に伴う機能低下

の問題がある。そこで、近年、細胞を三次元的に組織化し、臓器への提供を目指す組織工学（ティ

ッシュ・エンジニアリング）が注目されている。組織工学は、(1)細胞、(2)細胞の足場となる材料

や(3)成長因子を組み合わせて組織の再生を行うものである。(2)足場材料に関し、コラーゲンや水

酸アパタイトなどが検討されているが、細胞担体としての高機能化が期待されている。本研究では、

生分解性多糖類であるキチン－キトサンとリン酸カルシウム複合フィルムによる細胞担体を開発する。 

 

＜アピールポイント＞ 

リン酸を導入したキチン－キトサンをフィルム化し、面によって生体親和性の有無などを制御すること

に成功している。また、動物実験によれば、良好な生体親和性を示した。皮下埋入では炎症細胞は見ら

れず、頭蓋骨への固定では血管新生が確認され、組織担体として有望であることを確認している。 

 

＜利用・用途・応用分野＞ 

様々な部位に適合する細胞培養担体として利用できる。一方、組織工学による再生医療は、2000 年に

はほとんど市場が成立していなかったが、経産省技術戦略マップ(2008)によれば、2010～2015 年に一

部で臨床普及が予想され、近い将来、4000 億円以上の市場が期待されている。現在、再生軟骨の臨床

治験を実施中であり、第３フェーズに至っている。しかしながら、組織担体については確立していない

のが現状である。 
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